
 「東久留米・黒目川流域の水の今とこれから」  

－東久留米の水循環を勉強する会・総括報告書－  

刊行のご案内 

私たちのまち・東久留米は湧水と清流に恵まれたまちです。平成 15

年には、南沢緑地、竹林公園および黒目川天神社前の 3 個所が「東京

の名湧水５７選」に選ばれ、さらに平成 20 年 6 月には「落合川と南沢湧

水群」が東京都で唯一、環境省の「平成の名水百選」に選定されまし

た。これらは市民と行政のたゆまぬ努力によるものですが、それを制度

的に裏付けるものとして、平成 17年に「湧水等の保護と回復に関する条

例」が制定され、さらに平成 23 年 6 月には「湧水・清流保全都市宣言」

が発せられました。 

一方で、国における平成 26年の水循環基本法の制定や翌 27年の水

循環基本計画の策定、それを受けた近年の社会の動向もあります。 

しかしながら、私たちのまちの水環境の現状と将来は決して十分なも

のとは言えません。水環境の「保全」は言うまでもなく、その「改善・向上」に向けた努力を重ね、次世代の

皆さんに引き継いでいくことは、今を生きる私たちに課せられた大きな役割であること考えます。 

 ここに、主に東久留米市の関心ある市民が集い、市議の皆さんや学識者の参加も得て、東久留米・黒目

川流域の水環境や水循環を勉強する組織として発足したのが「東久留米の水循環を勉強する会」です。平

成 28 年 5 月に芝浦工業大学の守田優教授を座長に迎えてスタートし、2 年有余の期間、勉強を続けてき

ましたが、この度、その成果を報告書として、標記のタイトルで取りまとめることができました。 

 具体の内容は下記にある通りです。総ページ数は約 160p、頒価は 2,500円です。刊行は本年 8月頃を

予定しています。是非、多くの方にお求め頂き、お目通しの上、今後の地域の水環境の維持・向上に思い

を馳せていただきたいと念じています。 

ご購入の連絡は、末記 Email アドレスまたはＴＥＬにお願いします。 

〈主要内容〉 

序 章 水環境と水循環  豊かな水環境を支える健全な水循環 

第１章 流域特性  流域/地形・地質/河川/人口・世帯数/土地利用・緑被率/上下水道/雨水浸透施設 

第２章 水文状況 

   2.1 降水  2.2 地下水  2.3 湧水  2.4 河川－平時流量－  2.5 揚水  

第３章 黒目川流域の水収支 

  既往調査/浅層地下水の水収支/武蔵野台地の地下水/黒目川への湧出状況 

第４章 水質  地下水/湧水/河川（類型指定) 

第５章 東久留米市における水循環に係る取組み 

   5.1 市における水循環に係わる施策概要  5.2 緑地保全の取組み  5.3 農地保全の取組み 

5.4 雨水貯留浸透の取組み  5.5 グリーンインフラについて  

第６章 黒目川の河川管理と河川整備  黒目川の河川管理と河川整備/課題と対応 

第７章 流域水循環計画について 

7.1 水循環基本計画に沿った動向  水循環政策本部/新河岸川流域水循環マスタープラン 

7.2 近隣における水循環計画  柳瀬川/八王子市/国立市 

7.3 黒目川流域水循環計画について 

第８章 水文化について  水文化とは/東久留米の水に係る言い伝え/市民・事業者の取組み 

  令和元年（2019 年）7 月 東久留米の水循環を勉強する会 (座長 守田優) 

             (連絡先 事務局長・駒田智久 Email；t-komada@jcom.home.ne.jp TEL；090-3048-4719) 
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